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極めて国家主義的な言葉を使っている。
今日の読者にとって、そのような愛国主義的な言語は不快なものであり、ま
た登場人物たちに魅力を感じないかもしれない。しかし、明治 33 年当時は、
冒険小説に出てくるキャラクターたちが近代化していく国家間ヒエラルキーの
中で、日本人としてのアイデンティティを誇りとしたことは当然であったので
ある。それ故に、翻訳上の問題は現代の読者が当時良識とされたマスキュリニ
ティの範囲、また、ふさわしいマスキュリニティと国家主義の強い結びつきを
理解できるように、『海底軍艦』で用いられている様々なタイプのマスキュリ
ンな勇ましい文体を的確に翻訳することが一番の問題なのである。
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